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はじめに

このガイドを使ってiPhone	7	Plus	に	新しいバッテリーを交換して、命を甦らせましょう。バッ
テリーが膨張している場合、[[What	to	do	with	a	swollen	battery|適切な予防処置をとってくださ
い|new_window=true]。

このガイドではディスプレイアセンブリを完全に取り外します。作業中、ディスプレイケーブル
にダメージが入らないよう予防するためです。ディスプレイケーブルに過度なストレスをかけな
いでバッテリーを取り外すことができる方は、ディスプレイの取り外し手順をスキップしてくだ
さい。

最適化性能のためには、新しく装着したバッテリーのキャリブレーション	をしてください。
100%まで充電し、少なくとも2時間以上充電を続けます。その後、バッテリー残量が少なくなっ
てシャットダウンするまでiPhoneを使用します。最後に、100%まで充電してください。

[video:	https://www.youtube.com/watch?v=fvd3dCMRjS4]

ツール:

Anti-Clamp	(1)
#000	プラスドライバー	(1)
スパッジャー	(1)
トライポイントY000	ドライバー	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
P2	ペンタローブドライバー	(1)
iOpener	(1)
ピンセット	(1)

部品:

iPhone	7	Plus	Battery	(1)
iPhone	6	Plus/6s	Plus/7	Plus	の接着スト
リップ	(1)
iPhone	7/7	Plus	の底ネジ	(1)
iPhone	7	Plusのディスプレイアセンブリ
用接着剤	(1)

https://store.ifixit.fr/products/iphone-7-plus-replacement-battery
https://jp.ifixit.com/Wiki/Battery_Calibration
file:///Item/Anti-Clamp
https://store.ifixit.fr/products/phillips-000-screwdriver
https://store.ifixit.fr/products/spudger
https://store.ifixit.fr/products/tri-point-y000-screwdriver
https://store.ifixit.fr/products/suction-handle
https://store.ifixit.fr/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://store.ifixit.fr/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://store.ifixit.fr/products/iopener
https://store.ifixit.fr/products/tweezers
https://store.ifixit.fr/products/iphone-7-plus-replacement-battery
https://store.ifixit.fr/products/iphone-6-plus-6s-plus-7-plus-battery-adhesive-strips
https://store.ifixit.fr/products/iphone-7-7-plus-bottom-screws
https://store.ifixit.fr/products/iphone-7-plus-display-assembly-adhesive


手順	1	—	ペンタローブネジ

作業を始める前に、iPhoneの
バッテリーを25％以下まで消費
してください。充電されたリチウ
ムイオンのバッテリーは発火の原
因となったり、穴が開いてしまっ
た際は爆発する危険性がありま
す。

解体作業を始める前に必ず
iPhoneの電源を切ってくださ
い。

iPhoneの底面から3.4	mmペンタ
ローブネジを2本外します。

iPhoneのディスプレイを開口す
ることにより、ディスプレイの耐
水シールが破損します。このス
テップを進める前に交換用のシー
ルを用意しておくか、耐水シール
の交換をしないで再組み立てする
場合は液体の浸水に注意してくだ
さい。

https://store.ifixit.fr/products/iphone-7-plus-display-assembly-adhesive


手順	2	—	オープニングピックにマークを入れる

オープニングピックを深く差し込みすぎるとデバイスを破損することがあります。この手順
に従って、ピックにマークを入れて、破損を防ぎましょう。

油性ペンでオープニングピックの先端から3mmの位置にマークを入れます。
また、他の計測方法でピックの先端にマークをつけることができます。

代わりに、先端から3mmの所にコインをテープで留めて利用することも可能です。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/pQGATIGUbViSB4gB.full?pk_vid=767858622902100316836600509b8867


手順	3	—	ひび割れた部分にテープを貼る

iPhoneの画面が割れてしまった場合、ガラスの表面上にテープを貼っておくと、それ以上広
がることがなく、作業中の怪我を防ぐことができます。

iPhoneの画面の上に、透明な梱包用テープを重ね合わせます。

修理の際に飛び散るガラスから目を保護するため、安全メガネを着用してください。

次の手順で吸盤がうまく装着しない場合は、強力なテープ（ガムテープなど）を持ち手に
折って、代わりにそれでスクリーンを持ち上げてみてください。
それでもうまくいかない場合は、吸盤カップに強力接着剤をつけて、画面に装着してくださ
い。



手順	4	—	リバースクランプの使用方法

次の3つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。
リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

iPhoneの左/右側の端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をギュッと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることができ
ます。

作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表
面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順	5

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤カップの位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めてきたら、吸
盤を少し緩めてアームを装着し直してください。



手順	6

Heat	an	iOpenerを温めて、リバースクランプのアームの間にこれを通してください。
ヘアドライヤーや	ヒートガンもしくはホットプレートでも対応できますが、過剰な熱は
ディスプレイや内蔵バッテリーを破損する恐れがあります。取り扱いにはご注意ください。

iOpenerを折り曲げて、iPhoneの下側端に当たるようにします。

1分ほど待機すると、接着剤が剥がれ始め、デバイスの間に隙間ができます。

プラスチックベゼルとスクリーンの間の隙間にオープニングピックを差し込みます。スク
リーン自体には差し込まないでください。
クランプで十分な隙間が作れない場合は、さらに接着面に熱を当てて、クランプを1/4程度
時計回りに回してください。

一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の3つの手順はスキップしてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%98%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%BC%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/157348
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%92%E3%83%BC%E3%83%88%E3%82%AC%E3%83%B3%E3%81%A7%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%82%92%E6%9F%94%E3%82%89%E3%81%8B%E3%81%8F%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/151116


手順	7	—	ディスプレイを温めます。

次の3つの手順では、吸盤カップ
を使ってスクリーンを乖離させる
方法が学べます。

iPhoneの下端を加熱すると、
ディスプレイを固定している接着
剤が柔らかくなり、開きやすくな
ります。

ヘアドライヤーを使用するか、
iOpenerを準備し、ディスプレイ
裏側の接着剤を柔らかくするため
に、iPhone下部端に約90秒間あ
てます。

手順	8	—	ディスプレイを外します。

ホームボタンのすぐ上にあるフロントパネルの下半分に吸盤を取り付けます。

吸盤カップをホームボタン上に装着しないでください。吸盤カップをしっかりとフロントガ
ラスに固定するためです。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	9

一定の力で吸盤カップを引き上げて、スクリーンとフレームの間にわずかな隙間を作りま
す。

隙間に開口ピックを挿入します。
スクリーンを所定位置に固定する防水性接着剤は非常に強く、	最初の隙間を作るにはかな
りの力を要します。なかなか隙間ができない場合、さらに熱を加えたり、ピックを挿入でき
るだけの十分な隙間を作るために画面を上下にゆっくり揺り動かして接着剤を弱めます。

手順	10

開口ピックを左下からiPhoneの音量コントロールボタンとサイレントスイッチの方向にスラ
イドさせて、ディスプレイを固定している接着剤を剥がします。

ディスプレイの左上隅付近で停止します。

ディスプレイの上端から後部ケースを引き剥がそうとしないでください。固定しているプラ
スチック製のクリップが破損することがあります。



手順	11	—	スクリーンの情報

iPhoneの右側に端に沿って、デ
リケートなケーブルが装着されて
います。この部分にピックを差し
込まないでください。ケーブルを
破損する恐れがあります。

手順	12

iPhoneの右下隅に開口ピックを再度差し込み、角を回ってiPhoneの右上にスライドさせて接
着剤を剥がします。
ディスプレイケーブルを傷つける恐れがあるので、ピックを3mm以上差し込まないでくだ
さい。



手順	13

ディスプレイの下端を押さえながら、吸盤カップをゆっくりと引き上げます。
ディスプレイを15°以上持ち上げないでください。ディスプレイが接続されたリボンケーブ
ルを傷つけたり、破損する恐れがあります。

吸盤カップの小さな持ち手(ノブ)を緩めて、フロントパネルから取り外します。

手順	14

ディスプレイ下の開口ピックを左上の角からiPhoneの上端に沿ってスライドさせて、残りの
接着剤を剥がします。



手順	15

ディスプレイアセンブリをわずかに下に（iPhoneの上端から離して）スライドさせて、リア
ケースに固定しているクリップを外します。

手順	16

本のページをめくるように、ディスプレイの左側を持ち上げてiPhoneを開きます。
いくつかの壊れやすいリボンケーブルがまだiPhoneのロジックボードに接続しているの
で、ディスプレイを完全に外そうとしないでください。

作業がしやすいように、iPhoneを開口をしたままディスプレイの後ろに衝立を置き、立てか
けてください。



手順	17	—	バッテリーの接続の外し方

ロジックボードに留められたディ
スプレイケーブルブラケットの下
部から次の4本のトライウイング
Y000ネジを取り外します。
1.2	mmネジー3本

2.6	mmネジー1本

手順	18

ディスプレイケーブルブラケットの下部を外します。



手順	19

スパッジャーの先端を使って、ロジックボード上のソケットからバッテリーコネクターを引
き上げます。

引き上げた後、コネクターケーブルをわずかにソケットから反対側に曲げて固定します。ソ
ケットに接触して電話本体に電源が入ることがないように防止することができます。



手順	20	—	ディスプレイアセンブリ

この手順で、ケーブルの接続を外す、もしくは接続する前に、バッテリーの接続を外してい
るか必ず確認してください。

スパッジャーの平面側先端や指の先を使って、ロジックボード上のソケットから2つのディス
プレイコネクタをまっすぐ引き上げて接続を外します。

コネクタを再装着する際は、コネクタを1つずつ差し込み、カチッと音がしてしっかり装着さ
れてから、もう一方のコネクタを取り付けてください。コネクタの中央を押さえないでくだ
さい。コネクターが僅かでもずれてしまうと永久的なダメージになります。

デバイスを再組み立てした後に、真っ白なスクリーンやディスプレイ上に白い線がある時、
または部分的もしくは全体のタッチ応答がない場合は、両方のケーブルの接続を抜いてか
ら、慎重に再接続してください。ケーブルがしっかりと固定されていることを確認してくだ
さい。



手順	21

フロントパネルセンサーアセンブリのコネクターに取り付けられているブラケットからトラ
イポイント	Y000ネジを計3本外します。
1.3	mm	ネジー1本

1.0	mm	ネジー2本

ブラケットを取り出します。

手順	22

フロントパネルセンサーアセンブリのコネクターをロジックボード上のソケットから接続を
外します。

このプレスコネクターは再装着の際、変形のダメージを防ぐため１回の取り付けで再接続し
てください。



手順	23

ディスプレイアセンブリを取り出
します。

再組み立ての際に、ディスプレイ
周辺の圧着剤を交換したい方はこ
こで一旦作業を止めてください。

手順	24	—	気圧ベント

背面ケースに留められた気圧ベン
トから次の2本のプラスネジを取
り出します。
2.9	mm	ネジー1本

2.1	mmネジー1本

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/93983#s174618


手順	25

慎重に気圧ベントをTaptic	Engineのほうに押して、iPhone下端に固定している接着剤を剥が
します。

手順	26

ベントを取り出します。



手順	27	—	Taptic	Engine

スパッジャーの平面側先端を使って、ロジックボード上のソケットからTaptic	Engineのコネ
クターの接続を外します。

手順	28

リアケースに留められたTaptic
Engineから1.5	mmプラスネジを3
本取り出します。



手順	29

Taptic	Engineを取り出します。

手順	30	—	バッテリー

バッテリー下側端の3本の接着ストリップを剥がします。
出来るだけ、爪先や先が鋭利でないピンセットを使ってください。先が尖ったツールでバッ
テリーに穴を開けないようご注意ください。



手順	31

この手順では接着タブをまっすぐにシワがよらないように作業を進めてください。シワの
入ったタブはすぐに絡んでしまい、引っ張った際にすぐに切れてしまいます。

ゆっくりと1本の接着タブをバッテリーからiPhone下方に向かって引っ張ります。

タブにかかる強さを均等に保って、バッテリーとリアケースの間からタブが出てくるまで、
しっかりと引っ張り続けます。一番理想的なのは60度以内の角度でタブを引っ張ることで
す。
タブは本来の長さから何倍にも伸びます。引っ張り続けてタブが伸びきった場合、バッテ
リー付近で持ち替えてから作業を続行してください。



手順	32

第2番目と3番目のタブも前の手順と同じように作業を進めます。
3番目のタブを取り出す作業では、ケースから外れた際にバッテリーが飛び出さないよう、
片手でバッテリーを押さえてください。

すべての接着タブを無事に取り出せた方は、次の手順へ進んでください。
もし、接着タブのいずれかがバッテリーの底で切れてしまい、取り出すことができなかった
場合は、次の手順の後半部分から作業を継続してください。



手順	33

接着ストリップが切断して、バッテリーがリアケースに貼り付いたままの状態は、90％以上
の高濃度イソプロピルアルコールを数滴、残留したままのストリップ付近のバッテリー下に
注入して、除去します。

1分間待機して、慎重にバッテリーを持ち上げます。

ボリュームダウン(ー)ボタンとバッテリー上端の間にスパッジャーを差し込まないでくださ
い。この下に搭載されたボリュームコントロールケーブルを傷つける恐れがあります。

ロジックボード側からこじ開けないでください。iPhoneにダメージを与えてしまいます。

バッテリーを力づくで引き抜かないでください。必要に応じてイソプロピルアルコールを数
滴注入して、接着剤を弱めます。バッテリーをこじ開けて変形させたり、穴を開けたりしな
いでください。

バッテリーがリアケースに付着したままの場合は、iOpenerを用意するか、ヘアドライヤーで
バッテリーの真後ろのリアケースを加熱します。気持ちよく触れられる程度の温度になりま
す。

iPhoneを加熱しすぎると、バッテリーが発火する恐れがあります。

代用品として、デンタルフロスでバッテリーをリアケースから切り離すこともできます。も
しくはデンタルフロスの代わりに、12弦セットの0.009E弦のような、ギターの弦を使うと、
より耐久性があります。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


手順	34

バッテリーを取り出します。

交換用のバッテリーがプラスチッ
クのスリーブに入っている場合
は、作業前にスリーブを引き抜い
てください。

デバイス内にアルコール溶液が
残っている場合は、新しいバッテ
リーをインストールする前にきち
んと拭き取るか、自然乾燥させて
ください。

交換用バッテリーを取り付ける前
に、バッテリコネクタをロジック
ボードのソケットに一時的に再接
続してください。バッテリーが適
切にバッテリー溝内に装着できる
か確認します。

バッテリーを装着して、接続を外
してからデバイスの再組み立てを
継続してください。

交換用バッテリーにプレインス
トールされた接着剤が付いていな
い場合は、このガイドを参照し
て、接着ストリップを交換してく
ださい。

再組み立てが終わったら再起動を
行ってください。これは今後起こ
りうる問題を防ぎ、トラブル
シューティングを簡単にしてくれ
ます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E6%8E%A5%E7%9D%80%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/56465
https://support.apple.com/ja-jp/guide/iphone/iph8903c3ee6/ios


オリジナルのパーツと交換用パーツをよく見比べてください。交換用パーツに付いていない残り
のコンポーネントや接着シールなどは、インストールする前に新パーツに移植する必要がありま
す。

デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めて
ください。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手く進みませんか？まずはベーシックなトラブルシューティングを試してみるか、この
モデルのアンサーフォーラムに尋ねてみましょう。
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